
 

全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 樹神グループ       活動期間：21 年 7 月～9月（♯１政治センター幹事会報告） 

産業目線 

【活動項目】 ①中小企業支援 【活動テーマ】 幅広い融資支援策による商工業の活性化 

到達目標 
商工業が活性化することにより、魅力ある商店や企業が多いと感じている市民の割合を増やす。 

２０２３年度までに市民割合５０％を実現。（２０１２年度調査値３７．７％） 

前回まで 

活動状況 

○「産業振興ビジョン」の改訂を注視及び関係部署から意見聴取。 

○新型コロナウイルス感染症拡大に関係した中小企業の支援策として要望書を２回提出。（２０２０年４月・５月） 

○東海市長へ令和３年度（２０２１年度）予算要望書を提出。（２０２０年１０月） 

○東海商工会議所（正副会長及び評議員）との行政情報交換会を開催。（２０２０年１０月）【商工会議所と一体となった取り組みを展開】 

○予算要望に対する執行部の考えを聴取。（２０２１年２月） 

○予算要望に対する執行部の考えを聴取。（２０２１年５月・６月）継続実施 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

○事業を進めた結果の確認 （関係部署から意見聴取 ７月６日・８月４日） 

 → 市民アンケート調査結果の報告を受ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

○令和４年度（２０２２年度）予算への反映を要望 

（要望する項目がまとまり次第、提出する予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○疲弊した飲食店や市内事業所を支援 

「とうかい飲食店応援食事券」を全市民へ配布 

 

今後の活動 
○関係部署から意見聴取を定期的に行うことで、魅力ある商店や企業が多いと感じている市民の割合を増やすことに関連する事業の進捗を注視する。 

○魅力ある商店や企業が多いと感じている市民の割合を増やすことに関連する事業への令和４年度（２０２２年度）予算要望活動。 

○東海商工会議所との行政情報交換会を企画。（２０２１年１０月中に開催することを視野に入れて企画中） 

 

東海市 所属議員 工藤政明 

今回の進捗 

【 ○ 】 

【到達目標】 

５０％ 
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◎到達目標の市民割合５０％に向かって順調に推移している。 

 新型コロナ感染拡大の影響により、事業成績が落ち込んだ中小企業者への支援は必要。 

◎信用保証料の補助件数が横ばいの理由は、新型コロナ感染拡大の影響により、 

新設された無保証料の融資制度が活用されたものと考える。 

今後は、無保証料の融資制度が終了し、既存の制度の必要性が高まると考えられる。 

魅力ある商店や企業が多いと 

感じている市民の割合 

44.4％ 

到達目標に向かって 

順調に推移している 
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小規模企業等振興資金信用保証料の 

補助件数 

101 件 

件数は伸び悩み 

予算要望書抜粋 

 

 

１人につき 2,000 円 

（500 円券×４枚） 

使用期間 

21 年 11 月～22 年 1 月 
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全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 樹神グループ       活動期間：21 年 7 月～9月（♯１政治センター幹事会報告） 

組合員目線 

【活動項目】 ③防犯 【活動テーマ】 防犯対策の充実による安全安心なまちづくり 

到達目標 
防犯対策が充実することにより、犯罪に対する不安がなく、安心して生活できていると思う市民の割合を増やす。 

２０２３年度までに市民割合５０％を実現。（２０１２年度調査値３８．１％） 

前回まで 

活動状況 

○時事の犯罪と防犯を観点とした一般質問及び常任委員会で質疑を実施 

○東海市及び愛知県の特殊詐欺による被害（概要・被害件数・被害額）の発生状況を調査。 

○東海市長へ令和３年度（２０２１年度）予算要望書を提出。（２０２０年１０月） 

○予算要望に対する執行部の考えを聴取。（２０２１年２月） 

○予算要望に対する執行部の考えを聴取。（２０２１年５月・６月）継続実施 

○時事の犯罪と防犯を観点とした一般質問を実施。（６月議会） 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

○令和３年度（２０２１年度）事業を進めた結果の確認（関係部署から意見聴取７月６日・８月４日） 

 →市民アンケート調査結果の報告と今後の取組みの説明を受ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

○市全域（12 コミュニティ）に設置された防犯カメラ 

事業年度 地区 台数  

2019 年度 ２ｺﾐｭﾆﾃｨ ２２ 

2020 年度 １０ｺﾐｭﾆﾃｨ １００ 

○一般質問で被害防止策を質す 

  （２０２１年６月２３日登壇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

質した項目 東海市を管轄する警察署との連携 

  （抜粋）  コロナ禍（対面が困難）の注意喚起策 

        防犯機能付き電話機の普及の考え 

今後の活動 
○関係部署から意見聴取を定期的に行うことで、犯罪に対する不安がなく、安心して生活できると思う市民の割合を増やすことに関連する事業の進捗を注視。 

○犯罪に対する不安がなく、安心して生活できると思う市民の割合を増やすことに関連する事業への令和４年度（２０２２年度）予算要望活動。 

 

東海市 所属議員 工藤政明 

今回の進捗 

【 ○ 】  
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犯罪に対する不安がなく安心して 

生活できると思う市民の割合 
市内における犯罪発生件数 

【到達目標】 

５０％ 

46.3％ 
574 件 

◎到達目標の市民割合５０％に向かって、ほぼ順調に推移している。 

 市全域に防犯カメラが設置され、侵入盗や自転車盗をはじめ重点罪種が大幅減少。 

◎高齢者をはじめとする特殊詐欺被害は減少していない。（前年度 14 件→当年度 15 件） 

◎今後の被害防止策 → 東海警察署の情報をもとに、きめ細やかな広報・啓発活動 

特に特殊詐欺の対象となりやすい年齢層への周知 

到達目標に向かって 

ほぼ順調に推移している 

 

 

 

大幅減少 
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